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「試用期間について」 
 

た
解
約
権
を
行
使
す
る
に
は
よ
り

高
度
の
合
理
性
と
相
当
性
が
必
要

で
あ
る
と
し
た
裁
判
例
も
あ
り
ま

す
。 

４ 
 

で
は
、
次
に
そ
の
期
間
の
長
短

に
つ
い
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。 

    

あ
ま
り
に
長
期
に
及
ぶ
試
用
期

間
は
、
労
使
間
の
力
関
係
を
考
慮

し
て
、
試
用
期
間
の
趣
旨
目
的
に

照
ら
し
て
合
理
的
な
期
間
を
超
え

る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
無
効
と

 

㈱
安
川
電
機
を
相
手
取
り
、
６
３
歳
で
雇
い

止
め
し
た
の
は
違
法
、
６
５
歳
ま
で
働
け
る
高

年
法
の
適
用
求
め
て
い
る
上
田
裁
判
が
９
月

１
５
日
（
火
）
午
後
１
時
１
０
分
か
ら
福
岡
地

裁
小
倉
支
部
２
０
３
号
法
廷
で
、
判
決
の
言
渡

し
が
あ
り
ま
す
。 

争
点
は
２
つ
、
原
告
に
高
年
法
お
よ
び
安
川

電
機
の
再
雇
用
制
度
（
エ
ル
ダ
ー
ス
タ
ッ
フ
規

定
）
が
適
用
さ
れ
る
か
ど
う
か
。
も
う
一
つ
は

不
更
新
条
項
付
き
契
約
書
が
有
効
か
ど
う
か

の
２
点
で
す
。 

上
田
さ
ん
の
入
社
時
契
約
書
に
は
期
間
の

定
め
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
上
社
員
就
業
規
則

の
遵
守
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
被
告
は
上
田

さ
ん
が
嘱
託
で
あ
る
か
ら
有
期
契
約
に
は
高

年
法
と
エ
ル
ダ
ー
ス
タ
ッ
フ
も
適
用
さ
れ
な

い
と
主
張
し
て
い
ま
す
。
私
達
は
、
上
田
さ
ん

は
定
年
制
で
退
職
金
も
支
給
さ
れ
た
継
続
雇

用
社
員
で
あ
る
と
主
張
し
、
事
実
定
年
後
２
年

間
エ
ル
ダ
ー
で
働
い
て
き
ま
し
た
。
な
ぜ
再
雇

用
途
中
で
雇
い
止
め
を
し
た
か
、
そ
れ
は
上
田

さ
ん
が
退
職
金
問
題
で
、
労
働
審
判
に
異
議
申

し
立
て
、
社
員
の
９
０
％
の
和
解
が
成
立
し

た
、
報
復
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。 

 
 

 
 

 

被
告
は
、
上
田
さ
ん
に
雇
い
止
め
を
受
け
る

か
、
そ
れ
と
も
１
年
間
だ
け
雇
用
延
長
す
る
代

わ
り
に
、
そ
れ
以
上
の
再
雇
用
は
な
い
こ
と
を

明
記
し
た
契
約
書
に
サ
イ
ン
す
る
か
を
迫
っ

て
き
ま
し
た
。 

 

不
服
を
申
立
て
、
や
む
を
得
ず
契
約
を
し
ま

し
た
が
、
契
約
後
団
体
交
渉
で
是
正
を
求
め
、

被
告
が
応
じ
な
い
た
め
提
訴
に
踏
み
切
っ
た

の
で
す
。 

不
更
新
条
項
付
き
の
契
約
は
労
契
法
１
９

条
（
雇
い
止
め
法
理
）
違
反
で
す
。
経
営
者
が

乱
発
す
れ
ば
、
有
期
雇
用
の
労
働
者
の
雇
用
が

危
ぶ
ま
れ
ま
す
。
公
正
判
決
を
求
め
る
要
請
署

名
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 
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１ 
 

あ
る
従
業
員
を
採
用
す
る
に
あ

た
り
、
一
定
の
試
用
期
間
を
置
く

会
社
や
個
人
事
業
主
は
多
い
か
と

思
わ
れ
ま
す
。 

    

で
は
試
用
期
間
中
の
法
律
関

係
、
試
用
期
間
終
了
後
の
法
律
関

係
等
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
考

え
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

２ 
 

一
般
論
と
し
て
、
試
用
期
間
中

の
法
律
関
係
に
つ
い
て
は
難
し
い

言
葉
で
表
せ
ば
解
約
権
留
保
付
雇

用
契
約
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。 こ

れ
を
言
い
換
え
る
と
、
使
用

者
は
、
試
用
期
間
中
の
労
働
者
に

対
し
て
、
留
保
し
た
解
約
権
を
、

試
用
期
間
満
了
時
点
に
お
け
る
本

採
用
拒
否
、
と
い
う
形
で
通
常
の

解
雇
よ
り
も
広
い
範
囲
で
行
使
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
そ
の
行

使
は
、
解
約
権
を
留
保
し
た
趣

旨
・
目
的
に
照
ら
し
て
、
客
観
的

に
合
理
的
理
由
が
存
在
し
、
社
会

通
念
上
相
当
と
認
め
ら
れ
る
場
合

に
の
み
許
さ
れ
る
（
本
採
用
を
拒

否
で
き
る
）
と
さ
れ
て
い
る
の
で

す
。
で
す
か
ら
試
用
期
間
後
の
法

律
関
係
は
、
特
段
の
意
思
表
示
が

な
さ
れ
な
い
限
り
、
原
則
と
し
て

雇
用
契
約
が
継
続
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。 

３ 
 

と
こ
ろ
で
、
元
々
、
試
用
期
間

は
、
一
定
期
間
を
定
め
た
上
、
採

用
試
験
や
採
用
面
接
時
点
で
は
知

る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
業
務
適

格
性
を
よ
り
正
確
に
判
断
す
る
目

的
で
設
定
さ
れ
る
も
の
で
す
。 

で
す
か
ら
、
そ
の
試
用
期
間
経

過
時
点
に
お
け
る
本
採
用
拒
否
の

合
理
性
や
相
当
性
に
つ
い
て
は
、

一
般
の
解
雇
に
関
す
る
事
由
の

他
、
使
用
者
が
、
採
用
決
定
後
に

お
け
る
調
査
の
結
果
や
、
試
用
期

間
中
の
勤
務
態
度
等
に
よ
り
、
採

用
の
際
の
選
考
で
は
見
出
せ
な
か

っ
た
客
観
的
な
事
情
で
、
こ
の
事

情
を
前
提
と
す
れ
ば
そ
も
そ
も
試

用
期
間
採
用
す
ら
し
て
い
な
か
っ

た
と
認
め
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
か

否
か
が
重
要
で
す
。 

ま
た
、
業
務
適
格
性
を
判
断
す

る
に
必
要
な
期
間
と
し
て
定
め
ら

れ
た
試
用
期
間
で
す
か
ら
、
そ
の

期
間
の
満
了
よ
り
前
に
留
保
さ
れ

め
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
就
業

規
則
よ
り
長
期
間
の
試
用
期
間
の

合
意
は
無
効
で
あ
り
、
よ
り
短
い

就
業
規
則
上
の
期
間
の
限
り
で
有

効
と
な
る
と
い
う
結
論
と
な
り
ま

す
。 

５ 
 

試
用
期
間
を
巡
っ
て
は
様
々
な

裁
判
例
が
あ
り
ま
す
。 

    

試
用
期
間
中
又
は
満
了
時
点
で

不
当
な
取
扱
を
受
け
た
場
合
に
は

ぜ
ひ
ご
相
談
下
さ
い
。 

  

９月１５日１３時１０分 多くの傍聴参加を！ 

 

す
る
裁
判
例
も
あ
り
ま
す
。 

    

ま
た
、
就
業
規
則
で
定
め
る
期

間
を
超
え
る
長
期
間
の
試
用
期
間

の
合
意
は
、
労
働
基
準
法
９
３
条

及
び
労
働
契
約
法
１
２
条
で
「
就

業
規
則
で
定
め
る
基
準
に
達
し
な

い
労
働
条
件
を
定
め
る
労
働
契
約

は
、
そ
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
無

効
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

無
効
と
な
っ
た
部
分
は
、
就
業
規

則
で
定
め
る
基
準
に
よ
る
。」
と
定



 

                     

                     

                             

                       
 

      

                             

「
戦
争
法
案
自
公
強
行
採
決
！
」
「
廃
案
必
ず
」 

主
権
者
無
視
の
暴
挙
！
独
裁
政
治
は
許
さ
な
い
！ 
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「
戦
争
法
案
を
許
さ
な
い
！
北
九
州
行
動
実
行
委
員
会
」
は
、
７
月
１
６
日
小
倉
駅
南
口
で
戦
争
法
案
の
衆
議

院
本
会
議
で
の
強
行
採
決
に
抗
議
す
る
宣
伝
行
動
を
し
ま
し
た
。
憲
法
違
反
の
法
案
は
い
く
ら
長
時
間
審
議
し
て

も
憲
法
違
反
で
、
違
憲
が
合
憲
に
変
わ
る
こ
と
あ
り
ま
せ
ん
。「
違
憲
の
戦
争
法
案
は
廃
案
し
か
な
い
」
と
の
立
場

で
廃
案
す
る
ま
で
「
絶
対
に
あ
き
ら
め
な
い
」
を
合
言
葉
に
運
動
を
強
め
る
こ
と
を
市
民
に
呼
び
か
け
る
リ
レ
ー

ト
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。
約
１
２
０
名
を
超
え
る
参
加
者
で
署
名
行
動
、「
シ
ー
ル
投
票
」
を
行
い
ま
し
た
。 

 
093-921-0747   k_roren@ybb.ne.jp 

戦
争
法
案
を
め
ぐ
っ
て
、
憲
法
審

査
会
で
は
憲
法
学
者
に
よ
る
「
憲
法

違
反
」
の
意
見
表
明
以
降
、
反
対
世

論
と
各
地
各
分
野
か
ら
強
行
採
決

阻
止
の
運
動
が
さ
ら
に
広
が
り
、
国

会
の
論
戦
で
も
政
府
与
党
の
論
拠

が
破
た
ん
し
、
審
議
も
度
々
中
断
し

て
い
ま
す
。
安
倍
政
権
は
、
「
確
実

に
成
立
さ
せ
る
た
め
」
国
会
を
大
幅

に
延
長
し
、
マ
ス
コ
ミ
へ
の
圧
力
な

ど
強
権
的
な
姿
勢
を
強
め
て
い
ま

す
。 

「
７
・
１
１
戦
争
法
案
を
許
さ
な

い
！
北
九
州
集
会
」
（
主
催
：
戦
争

法
案
を
許
さ
な
い
北
九
州
実
行
委

員
会
）
が
小
倉
北
区
勝
山
公
園
（
市

役
所
本
庁
舎
前
）
で
開
催
し
ま
し

た
。 ６

０
０
人
を
超
え
る
参
加
者
で

集
会
後
「
戦
争
法
案
反
対
」
「
強
行

採
決
反
対
」
「
憲
法
９
条
壊
す
な
」

な
ど
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
上
げ

な
が
ら
、
小
倉
駅
ま
で
デ
モ
パ
レ
ー

ド
行
進
し
ま
し
た
。 

集
会
で
は
、
共
同
代
表
の
一
人
で

「戦争法案強行採決に抗議！」  

１２０人を超える怒りの宣伝行動となりました 

連日のように集会やデモ、宣伝行動 

世論と運動が安倍政権を追い詰めています 

あ
る
前
田
北
九
州
第
一
法
律
弁
護

士
よ
り
、
国
会
情
勢
と
「
戦
争
法
案

は
憲
法
違
反
で
あ
り
、
立
憲
主
義
に

反
し
て
い
る
。
北
九
州
集
会
を
機
に

運
動
を
強
化
し
て
い
こ
う
」
と
訴
え

ま
し
た
。
参
加
者
の
女
性
、
青
年
、

学
者
・
研
究
者
ら
５
人
が
意
見
発
言

を
し
ま
し
た
。
発
言
者
の
中
野
未
来

さ
ん
（
健
和
会
労
働
組
合
執
行
委

員
）
は
、
『
わ
た
し
た
ち
は
、
大
切

な
友
人
や
家
族
を
戦
争
で
失
い
た

く
あ
り
ま
せ
ん
。
戦
争
加
害
者
に
も

被
害
者
に
も
な
り
た
く
は
あ
り
ま

せ
ん
。
私
は
、
ど
こ
か
と
連
帯
し
て

武
力
を
強
化
し
威
嚇
で
作
り
上
げ

た
も
ろ
い
平
和
な
ん
か
よ
り
、
武
力

や
威
嚇
を
必
要
と
し
な
い
外
交
と

平
和
を
望
み
ま
す
。
』
と
力
強
く
戦

争
法
案
絶
対
反
対
を
訴
え
ま
し
た
。 

 

 

雨
あ
が
り 

 

先
月
女
三
人
で
フ
リ
ー
プ
ラ
ン
京

都
三
日
の
旅
行
に
行
っ
た
。 

一
日
目
、
昼
近
く
京
都
に
着
く
、

ホ
テ
ル
に
荷
物
を
預
け
錦
市
場
へ
昼

食
を
兼
ね
て
散
策
す
る
。
信
長
が
暗

殺
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
本
能
寺
や
知

恩
院
に
行
く
。 

二
日
目
メ
イ
ン
の
日
、
何
年
も
前

か
ら
秋
の
保
津
川
下
り
に
行
き
た
い

と
思
っ
て
い
た
が
今
は
ツ
ア
ー
が
な

い
。
ホ
テ
ル
か
ら
雷
電
に
乗
っ
て
嵯

峨
野
ト
ロ
ッ
コ
列
車
に
乗
り
船
着
き

場
に
。
今
ま
で
数
多
く
舟
下
り
し
た

が
一
番
楽
し
め
た
。
三
人
の
船
頭
が

交
代
で
船
を
漕
ぎ
客
を
話
で
笑
わ

せ
、
波
が
高
い
と
こ
ろ
で
高
く
ジ
ャ

ン
プ
し
て
船
を
揺
ら
し
波
を
立
て

る
、
結
構
な
急
流
で
楽
し
ん
だ
。 

嵐
山
で
船
を
降
り
竹
林
、
祇
王
寺
、

念
仏
寺
を
貸
し
自
転
車
で
廻
る
予
定

が
一
人
自
転
車
が
怖
い
と
言
い
出
し

す
っ
た
も
ん
だ
の
末
歩
い
て
行
く
こ

と
に
な
っ
た
。
三
日
目
、
自
転
車
が

嫌
だ
と
言
っ
た
人
が
疲
れ
て
い
る
、

歩
け
な
い
と
ぐ
ず
る
、
誰
の
せ
い
だ
。 

予
定
変
更
。
伏
見
稲
荷
、
平
等
院

に
行
く
、
伏
見
稲
荷
は
、
外
国
人
人

気
一
番
ら
し
い
。
平
等
院
自
体
は
以

前
行
っ
た
と
き
修
理
中
で
工
事
用
の

幕
を
見
た
だ
け
。
今
回
中
に
入
る
こ

と
が
で
き
た
。
良
く
歩
い
た
、
楽
し

ん
だ
。
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ
の

お
か
げ
で
あ
ま
り
疲
れ
が
な
い
旅
だ

っ
た
。 
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国
民
平
和
大
行
進
は
、
７
月
１

７
日
か
ら
２
０
日
に
か
け
て
、
門

司
港
鎮
西
橋
公
園
か
ら
折
尾
ま
で

北
九
州
市
内
を
行
進
し
ま
し
た
。 

１
７
日
は
門
司
港
か
ら
小
倉
に

向
け
て
出
発
、
１
８
日
は
小
倉
か

ら
戸
畑
を
経
て
牧
山
、
１
９
日
は

牧
山
か
ら
黒
崎
、
２
０
日
は
黒
崎

か
ら
折
尾
駅
を
経
て
岡
垣
町
役
場

ま
で
地
区
労
連
旗
が
リ
レ
ー
さ
れ

ま
し
た
。 

 

フ
イ
リ
ピ
ン
か
ら
参
加
し
た
美

術
教
師
や
福
岡
県
内
通
し
行
進
者

が
元
気
い
っ
ぱ
い
先
頭
を
歩
き
ま

し
た
。 

門
司
港
か
ら
は
、道
下
事
務
局
長

と
地
域
ユ
ニ
オ
ン
の
戸
田
さ
ん
が

地
区
労
連
旗
を
高
く
掲
げ
て
歩
き
、

国
公
や
年
金
者
組
合
な
ど
地
区
労

連
加
盟
組
合
も
の
ぼ
り
旗
を
手
に

沿
道
の
声
援
を
受
け
、コ
ー
ル
を
し

な
が
ら
行
進
し
ま
し
た
。 

戦
争
法
の
強
行
採
決
の
あ
と
だ

け
に
、気
合
の
入
っ
た
行
進
と
な
り

ま
し
た
。 

野
党
３
党
の
合
同
演
説
会 

戦
争
法
案
の
廃
案
を
め
ざ
し
、 

８
０
０
人
が
結
集 

 

北
九
州
争
議
団
共
闘
第
１
０
回
総
会
＆
学
習
会
開
催 

す
べ
て
の
争
議
の
早
期
解
決
を
！ 

 

北
九
州
争
議
団
共
闘
は
、
２
０
１
３
年
８
月
２
日
、
第
９
回
総
会
（
再
建
）

を
開
催
し
、
北
九
州
地
区
労
連
を
始
め
、
加
盟
組
合
、
弁
護
団
、
国
民
救
援

会
な
ど
多
く
の
方
々
に
支
援
さ
れ
困
難
な
多
く
の
争
議
を
解
決
す
る
た
め
に

奮
闘
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
間
の
活
動
で
、
イ
ワ
キ
工
業
解
雇
事
件
や
後
藤

ク
リ
ニ
ッ
ク
解
雇
事
件
な
ど
で
勝
利
を
勝
ち
取
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
他

に
も
民
事
裁
判
、
労
働
審
判
、
団
体
交
渉
に
お
い
て
前
進
、
回
答
を
勝
ち
取

っ
て
い
ま
す
。 

 

今
回
の
第
１
０
回
総
会
・
学
習

会
で
は
講
師
に
田
篭
亮
博
弁
護
士

を
お
迎
え
し
て
、
今
、
安
倍
政
権

が
す
す
め
て
い
る
労
働
法
の
改
悪

に
つ
い
て
講
演
を
し
て
い
た
だ

き
、
３
０
名
を
超
え
る
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。
今
回
の
労
働
者
派
遣

法
の
改
悪
の
結
果
、
派
遣
労
働
者

の
雇
用
は
ど
う
な
る
の
か
？
ま
た

ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
エ
グ
ゼ
ン
プ
シ

被
爆
７
０
年
、
核
兵
器
の
廃
絶
、
子
ど
も
た
ち
に
平
和
な
日
本
を
！ 

２
０
１
５
年
国
民
平
和
大
行
進
北
九
州
を
通
過 

ョ
ン
が
施
行
さ
れ
る
と
成
果
に
よ

っ
て
賃
金
は
決
定
さ
れ
る
こ
と
は

無
い
こ
と
、
１
０
７
５
万
円
の
基

準
は
勝
手
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
可

能
性
が
大
き
い
こ
と
な
ど
を
学
習

し
ま
し
た
。 

講
演
の
後
は
、
救
援
会
・
学
嘱

労
・
地
域
ユ
ニ
オ
ン
・
コ
ー
ク
ス

裁
判
・
安
川
上
田
裁
判
な
ど
に
つ

い
て
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
現
在
解
雇
さ
れ
裁
判
準
備
中

の
沖
元
地
区
労
連
幹
事
、
団
体
交

渉
中
の
地
域
ユ
ニ
オ
ン
、
羽
生
組

合
員
か
ら
も
一
言
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。 

総
会
は
経
過
報
告
、
運
動
方
針
、

会
計
報
告
。
予
算
案
、
役
員
体
制

な
ど
の
提
案
を
満
場
の
拍
手
で
確

認
し
、
中
村
議
長
の
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ー
で
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。 

門司区役所での歓迎集会 

門司区長のメッセージを門司区次長が代読しました 

 

総会参加者は台風にも負けず３０人を超えました 

北九州地区労連 

第２７回定期大会開催告示 
 
開催日 ２０１５年９月１３日（日） 
    １０時～１６時 

 会 場 小倉北区西日本総合展示場新館３階 
 議 案 ２０１４年度経過報告  

２０１４年度決算報告 
２０１５年度運動方針（案） 
２０１５年度予算（案） 
２０１５年度役員選挙など 

関門橋をバックに門司区内を行進 

７・２０野党３党合同演説会   コレット前 



２０１５年 ７月２０日 北九州地区労連ニュースＮｏ．１０５号（３） 

 

介
護
の
職
場
は
平
均
賃
金
が
他
の

職
種
の
平
均
よ
り
約
９
万
円
も
低

く
、
重
労
働
（
入
浴
介
助
な
ど
）
の

為
離
職
率
も
高
く
、
平
均
勤
続
年
数

は
４
・
７
年
と
極
端
に
短
い
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
将
来
的
に
は
介

護
労
働
者
の
待
遇
改
善
、
組
織
拡
大

を
目
指
す
の
が
目
的
で
す
が
、
最
初

の
取
り
組
み
と
し
て
介
護
の
現
状
を

知
る
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
、
な
が

さ
き
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
長
崎
修
二
氏
に

記
念
講
演
を
お
願
い
し
、
行
政
か
ら

出
前
講
演
を
し
て
も
ら
っ
て
、
介
護

の
現
状
に
つ
い
て
学
ぶ
場
に
な
る
よ

う
な
集
会
を
め
ざ
し
ま
し
た
。
記
念

行
政
に
よ
る
大
量
「
雇
い
止
め
」 

経
験
者
の
継
続
雇
用
を
！ 

 

学
校
給
食
の
嘱
託
職
員
３
０
３

名
の
う
ち
２
６
６
名
が
来
年
の
３

月
末
で
ク
ビ
に
な
り
ま
す
。 

「
こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
た
技

術
・
経
験
を
い
か
し
、
学
校
給
食

で
働
き
続
け
よ
う
。」
学
嘱
労
は
７

月
１
８
日
、
討
論
決
起
集
会
で
意

思
統
一
し
３
万
の
署
名
を
必
ず
成

功
さ
せ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。
要
求
実
現
に
む
け
街
頭
宣
伝
、

教
育
委
員
会
へ
の
要
請
な
ど
も
取

り
組
み
ま
す
。
私
た
ち
の
行
動
に

お
お
く
の
方
の
参
加
、
ご
支
援
を

お
願
い
し
ま
す
。 

 

こ
の
間
地
区
労
連
は
裁
判
を
た

た
か
う
仲
間
の
署
名
活
動
・
カ
ン

パ
活
動
を
支
援
す
る
た
め
に
、
加

盟
組
合
、
友
誼
組
合
、
民
主
団
体
、

政
党
な
ど
へ
の
オ
ル
グ
に
同
行

し
、
支
援
を
求
め
ま
し
た
。 

７
月
２
日
、
介
護
施
設
ツ
ク
イ

を
相
手
に
マ
タ
ハ
ラ
損
害
賠
償
裁

判
を
た
た
か
っ
て
い
る
、
地
域
ユ

ニ
オ
ン
の
西
原
ゆ
か
り
さ
ん
と
、

後
藤
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
相
手
に
、
２

度
目
の
解
雇
無
効
を
争
っ
て
い
る

地
域
ユ
ニ
オ
ン
の
戸
田
千
泉
さ
ん

裁
判
を
支
え
る
署
名
集
約
の
お
願
い 

カ
ン
パ
要
請
等
支
援
の
た
め
の
オ
ル
グ
を
行
い
ま
し
た 

の
二
人
を
、
全
国
交
流
集
会
に
派

遣
す
る
費
用
を
集
め
る
た
め
に
、

各
団
体
を
回
り
、
２
人
分
の
費
用

を
出
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

７
月
１
４
日
は
学
嘱
労
の
「
雇

止
め
撤
回
を
求
め
る
署
名
」
１
５

日
に
は
、
安
川
電
機
の
上
田
さ
ん

の
「
公
正
判
決
を
求
め
る
署
名
」

を
支
援
す
る
た
め
道
下
事
務
局
長

が
同
行
し
各
団
体
へ
署
名
の
要
請

を
し
ま
し
た
。
今
後
も
支
援
を
強

め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

                             

 

講
演
、
出
前
講
座
と
も
に
非
常
に
わ

か
り
や
す
く
、
な
か
な
か
理
解
し
に

く
い
介
護
の
制
度
が
す
こ
し
理
解
で

き
た
集
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
介
護
事
業
所
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
送
付
し
回
収
し
て
、
最
終
的
に

は
来
年
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す

る
こ
と
を
今
後
の
目
標
と
し
て
い
ま

す
。
今
後
、
介
護
労
働
者
の
組
織
拡

大
を
め
ざ
し
て
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。 

 

７
月
１
２
日
、
ウ
ェ
ル
と
ば
た
多
目
的
ホ
ー
ル
で
、「
介
護
を
考
え
る
会
北
九
州
」
の
発
足
総
会
が
開
催
さ
れ
、

北
九
州
市
内
の
介
護
事
業
者
、
介
護
労
働
者
、
民
主
団
体
、
労
働
組
合
な
ど
か
ら
７
３
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

介
護
保
険
制
度
改
悪
！
介
護
報
酬
引
き
下
げ
！ 

こ
れ
か
ら
の
介
護
は
？ 

 

「
介
護
を
考
え
る
会
北
九
州
」
発
足
総
会
に
７
０
人 

開会挨拶は全労連の名取介護担当役員 

参加者の質問に丁寧に答える講師の長崎先生 

第
５
２
回
北
九
州
母
親
大
会
に
参
加
し
ま
し
た 

２
０
１
５
年
７
月
５
日 

北
九
州
大
学
構
内 

全体会で争議の早期解決を訴える西原さん 

全体会は６００人を超える参加で大成功 

学嘱労討論決起集会でたたかいの 

決意を述べる道下地区労連事務局長 


